
1 ．まえがき

学校教育の場で、子供たちが理科の授業やその学習内容に対して興味を示さない、いわゆる

理科嫌いが増加してきたと言われるようになってから久しい。これまで、この問題を解決する

ために学校ではいろいろな対処方法が検討されてきたがいまだ効果的な方法は見出されていな

い。最近では、この問題について単に小中学校だけではなしに、大学や専門的な研究施設など

による真剣な取り組みが、学校現場を離れたところでも行われるようになってきた。具体的に

は「科学の祭典」などの行事が全国各地の大学やその他の施設で実施されたり、大学から教員

や学生が小中学校の現場に出かけ、科学の興味ある話題を提供したり実験をしたりするいわゆ

る出前授業も活発に実施されている。教育系大学の学生のボランティア活動による啓発活動も

活発に実施されているし、最近ではテレビ放送でも科学の知識を刺激するようないろいろな番
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学校教育の中で子供たちが理科の学習内容に対して興味を示さない、いわゆる理科嫌いが懸

念されるようになってから久しい。児童が理科の学習活動に積極的に取り組むと共に理解を深

めるようにするためにはどのようにすればよいかについて親と児童が理科の自由研究を行うこ

とを通して試行した。具体的には、2編の理科の自由研究の実験と制作を 2名の児童に行わせ

た。「なべ・かま・やかんの熱効率の研究」は、小学校4学年の学習内容である熱の伝わり方、6

学年の燃焼のしくみに基づき種々の調理用容器を使用して水を熱するのに必要とするガス量を

測定し、それぞれの容器の熱効率を測定した。「ひとの歩く速さと歩はばの研究」は、小学校 3

学年の学習内容である生物やひとの体のしくみ、6学年の生物やひとの体のはたらきに基づき、

いろいろな年齢層のひとの男女別に歩く速さ、歩はばなどを測定しそれぞれの年齢層の男女の

歩き方の特徴を解析した。

これらの実験と研究を実施するに際して、実験、結果の処理や考察などについて自然科学的

手法による理科教育的指導を行った。さらに、実験内容は模造紙を用いて研究作品を作成させ

た。児童らは、自然科学的思考方法や、自然科学的な内容のまとめ方を理解することができた。

また、実験を行ったり、ひとつのものを完成させる際にはさまざまなものごとを経験したり、

学習したり、日常では経験することのないさまざまな苦労を積み重ね、理科以外の教育的効果

も得ることができた。今回の試行は少人数で実施されたが、多人数でも実施できるように工夫

をすれば、有効な理科教育の一手法として考えられる。
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組が数多く放映されるにいたっている。

このように科学の興味ある題材が提供され、関係者を中心に理科好きの子供たちを育てよう

と必死の努力がなされている。筆者も、どのようにすれば、子供たちが、本来楽しいはずであ

る理科の授業に興味を持ち、理科の学習活動を積極的に進めることができるかについて検討を

行っているが、新しい問題解決方法として自由研究をさせるという観点から検討を行い、多少

の新しい知見を得ることができたので報告する。

2 ．理科の自由研究の実験・制作とその指導

文部科学省の小学校の理科の学習指導要領（2006）によると、小学校の教育課程において児

童が身近な自然の事物の現象を対象として学習活動を行うことによって自然を追求する能力や

態度、自然についての認識を形成していく活動をさせるために、理科では、自然に親しみ、見

通しをもって実験、観察などを行い、問題解決の能力と自然を愛する心情を育てるとともに自

然の事物・現象についての理解を図り、科学的な見方や考え方を養うことを目標としてあげて

いる。これらの目標を達成するために具体的には、観察、実験、栽培、飼育など、児童の自然

の事物、現象への意図的な働きかけを重視し、それらの活動を通して、自然の事物、現象につ

いて感じ取ることができるようにする。児童が自ら学び自ら考える力や主体的な学び方を習得

していくため、問題を見出し、それを解決し結論を得るまでの一連の活動を体験し、問題解決

の能力を獲得するとともに、自然の事物、現象について考えることができるようにする。自然

の事物、現象に関する問題解決の活動を通して、事象の性質や規則性を実感することにより、

科学的な見方や考え方を構築できるようにする。つまり、小学校の理科では児童が具体的な自

然の事物、現象にかかわりながら、事象の性質や規則性について実感することにより、科学的

な見方や考え方をつくり、それを持つようにする。以上の観点を踏まえて、これからの理科の

学習指導においては、自然の事物、現象について感じ、考え、実感することにより、自然を愛

する心情や問題解決の能力、科学的な見方や考え方が育つようにすることが大切であるとして

いる。このような目標を実現させるために自らが主体的に取り組み、体験学習を進めることは

大変有意義なことである。最近は社会の複雑化と学習内容の多様化とともに指導方法も多岐化

している。

これらのことに基づいて理科の学習目的を達成させるために理科の自由研究の指導を行うこ

とを通して有効な理科の学習指導ができないかと考えた。ここでは実際に「なべ・かま・やか

んの熱効率の研究」、「ひとの歩く速さと歩はばの研究」の 2例の理科の自由研究のテーマを設

定して、実際に保護者である親と児童に実験、研究をさせて、その学習指導の中で自然科学的

な思考能力を身につけさせたり、伸ばしたりする理科教育方法を模索し試行した。実際の実験

の遂行やまとめ、文章作成作業はパソコンを有効に活用した。パソコン使用については現在、

三重県下の多くの小学校では 1、2年生で「お絵かき」ソフトを中心としたパソコンに慣れる

ための使用が行われ、3、4年生になるとワープロ的な使用やローマ字学習にも使用され、さ

らにはインターネットによる検索にも使用されている。5、6年生になると文章作成ソフトや
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表計算ソフトの使用の指導も行われ、多くの児童が自由に使用できるようになっている。最近

は多くの家庭でもパソコンを使用し、携帯電話も児童間に普及している現状から 5、6年生と

もなると多少高度なソフトでも少し指導することによって十分に自由に使いこなせるようなっ

ている。このようなことから本実験指導でも文書作成ソフト、表計算ソフトを有効に活用させ

て実験の遂行、実験内容の検討と研究作品の制作にパソコンを多用した。

実際の研究作品の制作は、実験内容を整理して原稿を作成した後、標準サイズの模造紙

（788mm×1091mm）を19字24行の升目にしきり、この用紙に各色のフェルトペンや色画用紙

を使用し本文、グラフ、表などをカラフルに書いて作成した。小学校 4学年で熱の伝わり方に

ついて金属、水および空気の性質とそれらの温まり方について学習し、ものには熱に対する性

質の違いがあることを学習する。また、6学年では燃焼のしくみを学習する。これらの関連内

容として、「なべ・かま・やかんの熱効率の研究」の研究テーマの設定を行った。小学校 3学

年では生物やひとの成長の過程や体のつくりについて、また、6学年では生物のからだの働き

について学習する。これらの関連内容として、「ひとの歩く速さと歩はばの研究」の研究テー

マの設定を行った。前者の熱効率の実験、研究と制作は三重県鈴鹿市内のS小学校 5学年A君

とその母親、後者のひとの歩行に関する実験、研究と制作は同学校 6学年のB君とその母親が

行った。これらの研究作品の作成方法などについては津幡（1997）、日置（2004a, 2004b）など

を参考にした。
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図 1 ．児童が制作した理科の自由研究作
品「なべ・かま・やかんの熱効率の
研究」

図 2 ．児童が制作した理科の自由研究作
品「ひとの歩く早さと歩はばの研究」


